
様式１             ちょっと自慢の公民館活動 

市町名 松山市 
公民館等名 

素鵞公民館 

 

地区館 

連絡先（Tel） 089-931-2745 

ホームページ・ＳＮＳ公式アカウント 

https://www.matsuyama-people.jp/region/soga/ 

事業分野 

 

事業名 どろんこ運動会 

趣旨 

目的 

近年、子どもたちの屋外で遊ぶ時間や場所が減少している中、自

然に親しむ機会が薄れているため、水田を活用してどろんこになる

体験を通して、日頃、見ることのできない子どもたちの姿を発見し

つつ、身体を動かすことの大切さを学ぶ。 

対象 素鵞地区の小学生以下 参加人数 約 250 名 

〈事業内容〉 

１ 概要 

平成17年度から、毎年６月第１週に、地域の方から「水田」をお借りして、イベントを実施しています。（※令

和２年度～令和４年度は、新型コロナウイルス防止の為、中止しました。）小学校に競技参加を呼び掛けた募集チ

ラシを配付したところ、参加申込み者数は、幼児を含め 100 名近くに上りました。天気にも恵まれ、たくさんの

地域の方々のご支援をいただいたおかげで、子どもたちは、どろんこになって楽しく競技できました。 

２ 日程・主な内容 

 ４月：運営会議［がちょうの会（スタッフ）］ 

 ５月：運営会議［がちょうの会（全体）］、小学校へ参加募集（チラシ配付） 

 ６月 第１週 日曜日：どろんこ運動会 開催 

 ≪競技内容≫ 

チーム編成は、競技参加者である児童等を「赤色チーム」「青色チーム」「黄

色チーム」の３チームに割り振り、さらに、以下の競技では、全て高学年と低

学年に分けて、実施します。 

【競技➀】しっぽとりゲーム：水田の中で、参加者のお尻に垂らしたロープを取り合う競技 

【競技➁】つなひき：水田の中で、３チーム対抗による総当たり戦の競技 

【競技➂】せんめんきでボールリレー：ドッジボールを入れた洗面器を持って、水田を走るリレー競技 

【競技➃】うなぎのつかみどり：水田に放たれたうなぎをつかみ取る、どろんこ運動会のメイン競技 

３ その他 

○ がちょうの会が主体となり、子どもたちが参加しやすい環境土壌を築き、企画運営しているため、地域でも

人気が高いイベントの一つです。（がちょうの会：ＰＴＡ役員ＯＢを中心に、子ども会や小・中学校の保護者、

地域の協力者によるグループ） 

○ 参加者である児童等と年齢の近い中学生が中心となり、ボランティアで競技をサポートしました。 

○ 公民館の女性教育部による協力のもと、温かいうどんの炊き出しが振る舞われました。 

○ 地元の消防団にも出動してもらい、子どもたちのそばで、競技が安全に進行できるようサポート活動を行い

ました。 
 

【 うなぎのつかみどり 】 


